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＜連絡事項＞
・認知症センターより
先日、有料老人ホームつばさの管理者の方が来院しパンフレットを数冊くださいました。添付致しますので、今後の退院支援にご活用下さい。

＜入院・入室状況＞
・西塚　幸子様～療養環境変更目的にて、南病棟Cユニット206号室へ移動となっている。
・盛田　豊實様～療養環境変更目的にて、南病棟Aユニット119号室へ移動となっている。
＜患者様連絡事項＞
・松谷　さと子様～ヒアルロン酸ナトリウム点眼液1本処方となっている。
・笹川　清様～家族様より以来あり。「圭仁会病院」への紹介状主治医へ依頼している。
・杉若 シズヱ様～食事摂取量少なく、本人様は甘いものが好みとの事。栄養スタッフに報告し、今夕よりハーフ、エプリッチで提供となる。
・蛯沢　なつみ様～両親来院し主治医より面談行っている。入院後は被害妄想や突発的行動は無く落ち着いており、入院になった経緯に関しても振り返りができているため、徐々に退院を考えても良い事伝えている。両親としては妄想の残存や退院後また同じ行動をするのではないかという懸念や、インターネットを通して症状の再燃があるのではないかと不安を話している。また、家に引きこもるのが良くないのではと考えておりデイケア等導入した方が良いのか相談がある。入院中に作業療法をする事や退院後デイケアに通う事は可能である事説明し了承している。すぐの退院はやはり不安な為1ヶ月程様子を見て退院調整していくこととなる
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。入浴後は自室で私物弄り見られ、周囲とは一定の距離保たれている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。午前中、開放後もしばらく臥床しているが、衣類をトイレに詰め、全裸のままホールに飛び出等の迷惑行為ある為、早めに開放観察を終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田 将志様～時間隔離中(20時～6時)。入浴後、ホールで書き物や、自室で音楽を聴いて過ごす。不穏さはなく穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・和田　昌様～他者への威嚇、暴言、自室内放便、脱衣行為、気分の高揚さあり。スタッフ介入し入浴実施。入浴後は朝食摂取し、比較的落ち着いて過ごせている。
・小笠原　久年様～幻聴に関しての訴えなく、余暇時は自室で臥床して過ごす。
・中村　聡様～スタッフを変え、何度も金銭や入浴の順番について確認や、
「キャッシュカードを盗まれたんです」と物盗られ妄想様の発言
あり、説明にも理解乏しく、しつこさある。
・飯岡　未来様～食事提供するも、ホール徘徊し集中出来ず不食。自室誘導し指示の点滴施行。天井を凝視し抵抗なく応じている。
・木村　格治様～促しにより入浴される。入浴中、スタッフへ頻繁に介助要求がある。高圧的態度はなく穏やかである。腹部不快感等の腹部症状の訴えもない。
・飯岡　裕子～バイタルサインの異常や酸素飽和度の低下なし。疼痛ありフェイススケール3～4。顔色不良あり活気のなさ見られている。
・下村　光子様～電話要求等なく対面時穏やか。不調の訴えなし。
・久保　興介様～奇異行動はないも表情の冴えなさ見られている。特定女性患者様と距離近いもトラブルなし。
・石田　信幸様～アルコールに関連した発言や不調の訴えは無く、対面時も落ち着いている。7/13(月)よりアルコール依存症治療プログラム開始予定でスケジュール調整・作成済み。開始日前に本人にテキストを渡していく。
＜田名部Dr.診察情報＞
・袴田　将志様～臨時薬アリピプラゾール中止し、他同内容で処方。
・小笠原　久年様～不穏時残ない為7回分処方。

・高柳　和子様～不眠時、不穏時残ない為5回分処方。また、腕の疼痛ありハップスター1P処方。
・奈良　ソヨ様～臨時薬同内容で5日分処方。
・久保　興介様～レボトミン(25)→(50)、オランザピン(10)→(20)、ゾテピン(100)→(150)へ増量となり、ロドピン中止となる。
・高橋　登様～センノシド(24)→(12)へ減量となる。左目の充血ありフルオロメトロン処方。
・石田　信幸様～ミルナシプラン(25)→(50)へ増量、持参薬処方切れの為一部内容変更し当院処方へ切り替えている。

＜皮膚科診察情報＞
・藤井　孝蔵様～漸次軽快。同前処置。ソフラチュール4枚処方。
・杉澤　恵子様～稍軽快。同前処置。
・木村　茂様～左前腕に大水疱。他特変無し。水疱破れた場合はソフラチュール+ガーゼ保護。ソフラチュール10枚処方。
・水梨　孝純様～比較的良い状態(右踵)。同前処置。
・鈴木　德美様～①右踵 5×4㎝の表皮剥離。中央部に黄黒色壊死組織固着
→ブロメライン軟膏+ガーゼ保護。

②左踵 発赤・表皮剥離
→イソジン消毒+アズノール軟膏+ガーゼ保護

③仙骨部 発赤・黒化皮膚
→イソジン消毒+アズノール軟膏+ガーゼ保護

ブロメライン軟膏1本・アズノール軟膏1本処方。
・馬渡　満芳様～①右手背→治癒
②その他特変無し。同前処置。
・是川　志郎様～痂疲(+)。同前処置。
・木村　美智子様～特変無し。同前処置。
